
（別紙４）

～ 8年　3月25日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 8年　3月16日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ 8年　3月16日

（対象数） 2 （回答数） 2

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・担当職員間での情報共有を綿密に行い、次回の訪問支援に

活かしていく。

2
・訪問先施設職員との訪問記録を通じた情報共有を速やかに

行っていく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・アプリケーションやメール等の活用。

・保護者の都合が可能であれば、年度途中などで話し合いの

時間をとる事が出来れば良かったと思われる。

2

3

○事業所名 習志野市　あじさい療育支援センター

○保護者評価実施期間 8年　3月6日

○保護者評価有効回答数

8年　3月6日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 8年　3月26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 8年　3月6日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・訪問時に検討した手立てについて記録に基づいて保護者と確

認をし合い、情報共有を行うための時間がやや短かったように

思う。
・就労している保護者との時間調整。

・対象児の状況に応じて様々な専門職員の訪問が可能。
・対象児の状況等に応じて訪問する職員（職種）を検討してい

る。

・対象児童の様子を環境の異なる二つの施設で見る事が出来る

ため、支援の手立てを幅広い視点から検討しやすい。

・訪問先施設職員との情報交換、情報共有をしっかり行う。

事業所における自己評価総括表公表


